
ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 12

■ ６月定例会の概要

■ ここが聞きたい 11議員が一般質問
■ 視察・研修報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Ｐ4
・・・・・・  Ｐ6 ～Ｐ11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Ｐ12

「会議録検索システム」
インターネット配信

９月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ
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４・５月臨時会
6月定例会

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

●６月定例会分は、９月１日に更新を予定しています。

9月  １日(火)

9月  ７日(月)

9月  ８日(火)

9月  ９日(水)

9月10日(木)

9月11日(金)

9月14日(月)

9月15日(火)

9月25日(金)

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

予算決算特別委員会

予算決算特別委員会

総務経済常任委員会

福祉教育常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

（５月２５日　ペーパーレス化に向けてシステム研修を行いました）

扶桑町議会では、議員報酬とは別に「政務活動費※年額６万円」が
交付されています。
議員が何に使っているのかを見える化していきます。
※政務活動費とは・・・調査研究、政策立案、住民への情報発信などの
活動を行う際に必要な経費を補助するための公費です。（例えば、先進地調
査や研修、書籍購入、印刷製本費などです）

　永山氏と西田氏の講義を目的に参加しました。
　特に永山氏の講義では、人口減少や年齢構成の変化、厳しい財政
状況という課題に対し、民間の力を生かしながら対話を重視して挑戦
を続ける姿勢を学びました。
　何を言われてもやり切る行動力と覚悟に大きな感銘を受け、今後の
議員活動にも生かしていきたいと感じました。

～研修報告～ 公明党　佐藤智恵子
こうめいとう ち　　え　　こさ　とう

第１回　市町村長等・議会議員特別セミナー
【受講講義】

【感想】

♦対話と挑戦で切り開く自治体経営～人口５万以下都市の未来戦略～

♦観光と地方創生
♦哲学とＡＩ～AIと人間の関係～
♦現代の若者論

（鹿児島県日置市　市長　永山由高氏）

（元観光庁長官　公益社団法人大阪観光局　理事長　溝畑宏氏）

（京都大学　人と社会の未来研究院　特定教授　出口康夫氏）

（日本大学　危機管理学部　教授　西田亮介氏）

〔4月20・21日／滋賀県〕



　令和８年５月15日（金）に行われた臨時
会で、議長をはじめ議会の役職が変わりま
した。
　今回の議会だよりでは、新たな役職に
就いた議員から挨拶や方針、抱負などを
掲載いたします。

（特集ページや一般質問ページでは、議員
の提出原稿をそのまま掲載しています）

　町民の皆様には、平素より町議会に対し、深いご
理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。こ
のたび、５月臨時議会において議員各位のご推挙
を賜り、議長に就任いたしました。身に余る光栄で
あり、その重責を痛感しております。これまで以上
に「開かれた議会」を目指し、議会改革に努めてま
いります。
　今年度は、ペーパーレス化を進め資料管理を簡
便化し議論の効率化や質の向上、災害時や緊急時
においても迅速に情報共有できる体制づくりに努
めます。今後も、町民の皆様にとって、より身近でわ
かりやすく信頼される議会を目指し、公正で円滑な
議会運営に努めてまいりますので、より一層のご支
援をお願い申し上げます。

議会の役職が
変わりました！
議会の役職が
変わりました！ 千田勝文

（新政クラブ）

議長

　全ての人が福祉の対象であり、幸福で安定した
生活の達成を目指すことを基本的な目的とする。
未来のある子どもを地域とともに育てる。学びやス
ポーツを通して、町民の豊かな暮らしを創る。
　福祉、学校教育、生涯学習の環境整備、子ども子
育て支援の量の拡大、質の向上等、施策の実現に
向けて委員の皆様と共に、それぞれが知恵を出し
合い、議論を深めます。

所属委員
和田佳活、片野泰雅、佐藤智恵子、杉浦敏男、
兼松伸行、荒木孝三、近藤裕、市橋英男

和田佳活
（新政クラブ）

福祉教育
常任委員長

　このたび、２度目の総務経済常任委員長を拝命
いたしました。総務経済常任委員会は、町政運営の
根幹となる総務分野に加え、地域経済や産業振興
など、町民生活に直結する幅広い課題を所管して
おります。
　また、予算決算特別委員会委員長も兼務いたし
ますので、限られた財源を効果的に活かすため、扶
桑町が抱える重要課題に対し実効性のある議論を
進め、町民の皆さまの安心と未来につながる委員
会運営に努めてまいります。

所属委員
大河原光雄、高橋怜央、丹羽友樹、澤田憲宏、
伊藤猛、間宮幹男、山田惇起、千田勝文

大河原光雄
（ふそう立志会）

総務経済
常任委員長

　この度、議会の発信の要である議会だより編集
特別委員会の委員長職を拝命いたしました。
　私は議員当選後、ＳＮＳや毎月の活動報告配布な
ど、議会の透明化と情報発信に努めてきました。委
員長への指名は、これまでの２年間の議員活動を
評価していただいた結果だと重く受け止めていま
す。
　生成ＡＩの積極的活用、視察報告の導入など、扶
桑町議会をさらに身近に、わかりやすく感じていた
だけるよう、他の委員と力を合わせて取り組んでま
いります。

所属委員
山田惇起、佐藤智恵子、荒木孝三、近藤裕、
市橋英男、片野泰雅、高橋怜央

山田惇起
（無所属）

議会だより
編集特別委員長

　本年度、議会運営委員長という大役を仰せつか
りました。議会運営委員会は、会議の日程や案件を
決めるなど、円滑で公正な議会運営を支える重要
な役割を担っております。
　佐藤副委員長をはじめ、委員の皆さまのお力添
え、ご協力をいただきながら、町民の皆さまに信頼
される開かれた議会となるよう努めていく所存で
す。円滑な議会運営と、より良い扶桑町の発展のた
め、誠心誠意取り組んでまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

所属委員
丹羽友樹、佐藤智恵子、大河原光雄、和田佳活、
荒木孝三、伊藤猛、間宮幹男

丹羽友樹
（ふそう立志会）

議会運営委員長

　一言ご挨拶をさせていただきます。
　多くの議員の皆様方にご同意を賜りました。感
謝を申し上げるとともに身の引き締まる思いであ
ります。
　二度目の監査ではありますけれども、地方自治
法の一部が改正された中、そして議選監査委員の
ことが様々な場面で議論される中ではありますけ
れども、地方自治法にあります監査の職務をしっか
りと認識をし、職務を全うしていきたいというふう
に思います。
　ぜひとも皆様方のご指導、ご鞭撻を賜りますこと
をお願い申し上げましてごあいさつとさせていた
だきます。どうぞよろしくお願いいたします。

澤田憲宏
（桑政クラブ）

監査委員

　このたび、副議長に就任いたしました杉浦敏男
でございます。伝統ある扶桑町議会の副議長とい
う大任を拝し、誠に光栄に存じますとともに、責任
の重さを痛感しているところです。微力ではござい
ますが副議長として千田議長を支え、議会の円滑
な運営と扶桑町の更なる発展のため精一杯努めて
まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
行政と真摯に議論を重ね、様々な課題を乗り越え
ていく所存でございます。また、町民の皆様の付託
と信頼に応え、すべての町民が元気で幸せに暮ら
すことができる活力あるまちを実現できるよう、取
り組んでまいります。町民の皆様に、より一層のご
支援とご協力をお願い申し上げまして、就任のご
挨拶とさせていただきます。

杉浦敏男
（桑政クラブ）

副議長
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校
校
舎
施
設
営
繕
工
事
費
　

１
２
５
万
円

　
保
守
点
検
結
果
に
よ
り
、
柏
森
小
学

校
の
自
動
火
災
報
知
設
備
、
防
排
煙
設

備
、
屋
内
消
火
栓
の
一
部
、
山
名
小
学

校
の
防
排
煙
設
備
の
一
部
の
改
修
を
行

う
も
の
で
す
。

中
学
校
校
舎
施
設
営
繕
工
事
費
　

２
９
３
万
円

　
保
守
点
検
結
果
に
よ
り
、
扶
桑
北
中

学
校
の
防
排
煙
設
備
、
自
動
火
災
報
知

設
備
、
避
難
口
誘
導
灯
、
屋
内
消
火
栓

の
一
部
の
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

（扶桑東小学校の変圧器）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

６
月
定
例
会
の
概
要

　
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
お
よ
び
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
な
ど
、
全
29
案
件
を
審
議
し
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。（
万
円
未

満
切
り
捨
て
）

４
月
臨
時
会

４
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

主
な
内
容

●
扶
桑
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
全
国
的
に

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
内
で
事
業
者

が
運
営
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る
も
の

で
す
。

主
な
内
容

●
水
泳
指
導
支
援
業
務
委
託
料

２
６
２
万
円

条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
扶
桑
北
中
学
校
プ
ー
ル
使
用
不
能
の
た

め
、
民
間
施
設
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安

全
安
心
な
水
泳
授
業
を
実
施
す
る
た
め
の

委
託
費
用
で
す
。

●
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

２
０
０
２
万
円

　
行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）を
推

進
し
、
業
務
効
率
化
を
図
る
、
機
器
一
式

を
購
入
す
る
た
め
の
契
約
で
す
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結

主
な
内
容

●
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費

９
万
円

主
な
内
容

●
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
８
５
万
円

主
な
内
容

●
資
本
的
収
入
予
定
額
の
補
正
で
、
国
庫

補
助
金
の
減
額
に
伴
い
、
企
業
債
と
他
会

計
出
資
金
合
わ
せ
て
４
７
８
５
万
円
を
財

源
更
正
し
ま
す
。

　
各
委
員
の
選
任
・
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員２名

●
農
業
委
員
会
委
員
　

14
名

※

詳
細
な
議
事
録
は
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

同
意
案

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
や

農
業
委
員
会
委
員
の
役
割
っ
て
何
？

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

は
、
固
定
資
産
税
の
価
格
に
関
す
る

不
服
申
し
立
て
を
中
立
的
な
立
場
か

ら
審
査
を
す
る
よ
。

　
農
業
委
員
会
委
員
は
、
農
地
の
優

良
化
や
利
用
調
整
、
地
域
の
担
い
手

育
成
な
ど
農
業
振
興
を
担
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。

問
　
制
度
導
入
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭

に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

る
か
。

答
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
基
づ

く
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
が
現
れ
れ

ば
、
利
用
者
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
。

問
　
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
収
集
運
搬

処
分
業
務
委
託
料
と
し
て
、
柏
森
・
扶

桑
東
小
学
校
２
校
分
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
高
雄
・
山
名
小
学
校
の
変
圧
器
は

改
修
済
み
な
の
か
。

答
　
コ
ン
デ
ン
サ
、
変
圧
器
の
製
造
年

を
確
認
し
、
古
い
も
の
は
な
く
、
低
濃

度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
含
有
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
対
応
し
た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

扶
桑
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

問
　
介
護
報
酬
改
定
の
内
容
に
お
い
て
、

介
護
報
酬
の
対
象
者
の
枠
が
増
え
た
と

い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。

答
　
６
月
に
介
護
職
員
の
改
定
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
訪
問

看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
い
っ
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
枠
が
広
が
り
、
処
遇

改
善
が
加
算
さ
れ
る
。
８
月
に
食
費
・

居
住
費
の
改
定
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
利
用
者
の
方
の
負
担
と
な
り

対
象
枠
の
変
更
は
な
い
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
案
件

と
し
て
、
議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
案
件

と
し
て
、
議
案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入

歳
出

ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 4ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日5



　
令
和
８
年
４
月
24
日（
金
）に
臨
時
会

を
開
催
し
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正
予

算
１
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
の
総
額
内
に
お
い
て
、
内

容
を
変
更
し
ま
し
た
。
総
額
１
３
２
億

６
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
　  

　
　
　
　
▲
５
８
８
万
円

地
方
特
例
交
付
金
　  

５
８
８
万
円

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
廃
止
に

伴
う
措
置
で
す
。

　
令
和
８
年
５
月
15
日（
金
）に
臨
時
会

を
開
催
し
、
人
事
案
件
５
件
、
同
意
案
、

補
正
予
算
各
１
件
の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４
９
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
３
２
億
７
４
４

９
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
自
治
振
興
費（
臨
時
）１１

０
万
円

　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
金（
宝
く
じ
助
成
金
）を
受
け
、
柏

森
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
に
備
品
購
入
費
等
と
し
て
助
成
す

る
も
の
で
す
。

消
防
団
活
動
費（
臨
時
）１

２
１
万
円

　
消
防
団
防
火
服
10
着
を
購
入
す
る
も

の
で
す
。

小
学
校
校
舎
施
設
営
繕
工
事
費
　

１
２
５
万
円

　
保
守
点
検
結
果
に
よ
り
、
柏
森
小
学

校
の
自
動
火
災
報
知
設
備
、
防
排
煙
設

備
、
屋
内
消
火
栓
の
一
部
、
山
名
小
学

校
の
防
排
煙
設
備
の
一
部
の
改
修
を
行

う
も
の
で
す
。

中
学
校
校
舎
施
設
営
繕
工
事
費
　

２
９
３
万
円

　
保
守
点
検
結
果
に
よ
り
、
扶
桑
北
中

学
校
の
防
排
煙
設
備
、
自
動
火
災
報
知

設
備
、
避
難
口
誘
導
灯
、
屋
内
消
火
栓

の
一
部
の
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

（扶桑東小学校の変圧器）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

６
月
定
例
会
の
概
要

　
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
お
よ
び
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
な
ど
、
全
29
案
件
を
審
議
し
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。（
万
円
未

満
切
り
捨
て
）

４
月
臨
時
会

４
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

主
な
内
容

●
扶
桑
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
全
国
的
に

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
内
で
事
業
者

が
運
営
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る
も
の

で
す
。

主
な
内
容

●
水
泳
指
導
支
援
業
務
委
託
料

２
６
２
万
円

条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
扶
桑
北
中
学
校
プ
ー
ル
使
用
不
能
の
た

め
、
民
間
施
設
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安

全
安
心
な
水
泳
授
業
を
実
施
す
る
た
め
の

委
託
費
用
で
す
。

●
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

２
０
０
２
万
円

　
行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）を
推

進
し
、
業
務
効
率
化
を
図
る
、
機
器
一
式

を
購
入
す
る
た
め
の
契
約
で
す
。

物
品
購
入
契
約
の
締
結

主
な
内
容

●
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費

９
万
円

主
な
内
容

●
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
８
５
万
円

主
な
内
容

●
資
本
的
収
入
予
定
額
の
補
正
で
、
国
庫

補
助
金
の
減
額
に
伴
い
、
企
業
債
と
他
会

計
出
資
金
合
わ
せ
て
４
７
８
５
万
円
を
財

源
更
正
し
ま
す
。

　
各
委
員
の
選
任
・
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員２名

●
農
業
委
員
会
委
員
　

14
名

※

詳
細
な
議
事
録
は
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

同
意
案

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
や

農
業
委
員
会
委
員
の
役
割
っ
て
何
？

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

は
、
固
定
資
産
税
の
価
格
に
関
す
る

不
服
申
し
立
て
を
中
立
的
な
立
場
か

ら
審
査
を
す
る
よ
。

　
農
業
委
員
会
委
員
は
、
農
地
の
優

良
化
や
利
用
調
整
、
地
域
の
担
い
手

育
成
な
ど
農
業
振
興
を
担
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。

問
　
制
度
導
入
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭

に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

る
か
。

答
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
基
づ

く
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
が
現
れ
れ

ば
、
利
用
者
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
。

問
　
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
収
集
運
搬

処
分
業
務
委
託
料
と
し
て
、
柏
森
・
扶

桑
東
小
学
校
２
校
分
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
高
雄
・
山
名
小
学
校
の
変
圧
器
は

改
修
済
み
な
の
か
。

答
　
コ
ン
デ
ン
サ
、
変
圧
器
の
製
造
年

を
確
認
し
、
古
い
も
の
は
な
く
、
低
濃

度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
含
有
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
対
応
し
た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

扶
桑
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

問
　
介
護
報
酬
改
定
の
内
容
に
お
い
て
、

介
護
報
酬
の
対
象
者
の
枠
が
増
え
た
と

い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。

答
　
６
月
に
介
護
職
員
の
改
定
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
訪
問

看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
い
っ
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
枠
が
広
が
り
、
処
遇

改
善
が
加
算
さ
れ
る
。
８
月
に
食
費
・

居
住
費
の
改
定
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
利
用
者
の
方
の
負
担
と
な
り

対
象
枠
の
変
更
は
な
い
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
案
件

と
し
て
、
議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託
案
件

と
し
て
、
議
案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入

歳
出
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桑政クラブ
いちはし　ひでお

市橋 英男 議員

（災害対応型ＬＰガスバルク）

（儀典用端折長柄傘）

避
難
所
の
停
電
対
策
は

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
で
停
電
対
策

問
　
停
電
情
報
の
収
集
方

法
に
つ
い
て
、
発
災
時
、

町
内
の
停
電
状
況
や
復
旧

見
込
み
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

情
報
を
ど
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
や
手
段
を
用
い
て
迅
速

に
把
握
・
収
集
す
る
の
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　公

開
さ
れ
て
い
る
中
部
電
力
の

サ
イ
ト
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ「
停
電
情
報
お
知

ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を
活

用
す
る
。

問
　
町
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
避
難
所
の
機
能

維
持
や
非
常
用
電
源
の
確

保
な
ど
、
長
期
化
を
見
据

え
た
具
体
的
な
強
化
策
が

不
可
欠
と
考
え
る
。
停
電

時
の
町
内
小
中
学
校
の
体

育
館
等
に
お
け
る
非
常
用

空
調
設
備
の
整
備
計
画

や
、
そ
の
運
用
体
制
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
７
年
度
に
は
、
大
規
模

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
４
小
学
校
の
体

育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料

と
す
る
自
立
型
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
、

非
常
用
照
明
、
非
常
用
コ

ン
セ
ン
ト
が
使
用
で
き
る

ほ
か
、
燃
料
を
補
給
す
る

こ
と
に
よ
り
継
続
的
に
運

転
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
中
に
２
中
学

校
の
体
育
館
に
も
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
燃
料
と
す
る
自
立
型

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

文
化
財
の
保
護
と
支
援
等
は

町
民
の
文
化
向
上
に
努
め
て
い
く

問
　
現
存
す
る
町
の
文
化

財
と
現
状
把
握
は
。

答
　
教
育
部
長
　国
の
登

録
有
形
文
化
財
が
６
、
県

の
指
定
文
化
財
が
２
、
町

の
指
定
文
化
財
は
19
で
、

合
計
27
の
文
化
財
が
あ

る
。
現
状
把
握
は
、
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
が
年

１
回
巡
回
し
て
状
況
等
を

確
認
し
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
支
援
に
関

わ
る
過
去
の
実
績
は
。

答
　
教
育
部
長
　令
和
６

年
度
に
県
指
定
の
長
泉
塚

古
墳
の
環
境
整
備
と
し

て
、
樹
木
伐
採
と
塀
の
撤

去
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
の
新

設
に
、
令
和
７
年
度
に
は

正
覚
寺
の
建
て
替
え
に
伴

い
町
指
定
の
十
二
神
将
像

の
防
犯
設
備
と
し
て
警
備

機
器
等
の
新
設
に
補
助
金

を
交
付
し
た
。
ま
た
、
町

指
定
の
文
化
財
に
は
、
美

術
工
芸
品
は
年
５
千
円
、

無
形
民
俗
文
化
財
は
年
１

万
円
を
維
持
管
理
の
た
め

に
交
付
し
て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
保
護
と
活

用
は
。

答
　
教
育
部
長
　今
年
度
、

中
央
公
民
館
に
文
化
財
資

料
室
を
開
設
し
町
保
有
の

文
化
財
を
展
示
す
る
。
ま

た
、
儀
典
用
端
折
長
柄
傘

を
常
設
展
示
し
、
町
が
誇

る
伝
統
的
な
工
芸
技
術
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
郷
土
愛
と

誇
り
を
培
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
支
援
等
に

つ
い
て
町
の
考
え
お
よ
び

今
後
の
対
応
は
。

答
　
教
育
部
長
　今
後
も

町
内
に
あ
る
文
化
財
の
保

存
お
よ
び
活
用
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
町

民
の
文
化
向
上
に
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

（出典 : 警察庁ウェブサイト）

一
般
質
問

11
議
員
が
質
問

質問者 件　名 ページ

「自転車の青切符制度」町の対応は

避難所の停電対策は

文化財の保護と支援等は

資源ごみ回収拠点の将来的な移設は

安心して授乳・搾乳できる環境整備を

期日前投票宣誓書の改善を

地域協働についての考えは

児童・生徒による特別活動の考えは

町道の安全管理は

自衛隊員募集にかかる情報提供は

不登校生徒の家族への支援は

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

11

大河原光雄

片野　泰雅

市橋　英男

伊藤　　猛

佐藤智恵子

山田　惇起

杉浦　敏男

高橋　怜央

間宮　幹男

荒木　孝三

兼松　伸行

扶桑町ホームページ
「一般質問録画配信」

「扶桑町議会 一般質問
通告書一覧」

「
自
転
車
の
青
切
符
制
度
」町
の
対
応
は

基
本
的
な
呼
び
か
け
を
継
続
す
る

問
　
本
年
４
月
か
ら
自
転

車
に
対
す
る
青
切
符
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
町
民
へ

の
正
確
な
情
報
提
供
と
安

全
教
育
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
の
対
応
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　住

民
意
見
と
し
て
、
違
反
行

為
と
な
る
対
象
全
て
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
と
の

声
が
あ
り
、
資
料
を
使
い

説
明
し
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
自
分
や
周
り
の
人

の
た
め
安
全
を
優
先
し
て

行
動
す
る
よ
う
、
基
本
的

な
呼
び
か
け
を
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
文
科
省
よ
り
交
通
反

則
通
告
制
度（
青
切
符
）の

導
入
に
よ
り
、
効
果
的
な

交
通
安
全
教
育
の
推
進
に

努
め
る
よ
う
に
通
達
が

あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
周
知
活
動
は
。

答
　
教
育
長
　小
中
学
生

は
青
切
符
の
対
象
で
は
な

い
が
、
自
転
車
も
自
動
車

と
同
様
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
社
会
的
な
義

務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
る
極
め
て
重
要
な
機

会
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

問
　
本
町
の「
３
人
乗
り

自
転
車
貸
与
事
業
」の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
教
育
部
長
　普
及
啓

発
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
で
、
事
業
の
継

続
や
廃
止
、
ま
た
、
新
た

な
事
業
へ
の
展
開
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
。

新政クラブ
かたの    たいが

片野 泰雅 議員
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桑政クラブ
いちはし　ひでお

市橋 英男 議員

（災害対応型ＬＰガスバルク）

（儀典用端折長柄傘）

避
難
所
の
停
電
対
策
は

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
で
停
電
対
策

問
　
停
電
情
報
の
収
集
方

法
に
つ
い
て
、
発
災
時
、

町
内
の
停
電
状
況
や
復
旧

見
込
み
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

情
報
を
ど
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
や
手
段
を
用
い
て
迅
速

に
把
握
・
収
集
す
る
の
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　公

開
さ
れ
て
い
る
中
部
電
力
の

サ
イ
ト
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ「
停
電
情
報
お
知

ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を
活

用
す
る
。

問
　
町
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
避
難
所
の
機
能

維
持
や
非
常
用
電
源
の
確

保
な
ど
、
長
期
化
を
見
据

え
た
具
体
的
な
強
化
策
が

不
可
欠
と
考
え
る
。
停
電

時
の
町
内
小
中
学
校
の
体

育
館
等
に
お
け
る
非
常
用

空
調
設
備
の
整
備
計
画

や
、
そ
の
運
用
体
制
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
７
年
度
に
は
、
大
規
模

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
４
小
学
校
の
体

育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料

と
す
る
自
立
型
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
、

非
常
用
照
明
、
非
常
用
コ

ン
セ
ン
ト
が
使
用
で
き
る

ほ
か
、
燃
料
を
補
給
す
る

こ
と
に
よ
り
継
続
的
に
運

転
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
中
に
２
中
学

校
の
体
育
館
に
も
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
燃
料
と
す
る
自
立
型

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

文
化
財
の
保
護
と
支
援
等
は

町
民
の
文
化
向
上
に
努
め
て
い
く

問
　
現
存
す
る
町
の
文
化

財
と
現
状
把
握
は
。

答
　
教
育
部
長
　国
の
登

録
有
形
文
化
財
が
６
、
県

の
指
定
文
化
財
が
２
、
町

の
指
定
文
化
財
は
19
で
、

合
計
27
の
文
化
財
が
あ

る
。
現
状
把
握
は
、
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
が
年

１
回
巡
回
し
て
状
況
等
を

確
認
し
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
支
援
に
関

わ
る
過
去
の
実
績
は
。

答
　
教
育
部
長
　令
和
６

年
度
に
県
指
定
の
長
泉
塚

古
墳
の
環
境
整
備
と
し

て
、
樹
木
伐
採
と
塀
の
撤

去
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
の
新

設
に
、
令
和
７
年
度
に
は

正
覚
寺
の
建
て
替
え
に
伴

い
町
指
定
の
十
二
神
将
像

の
防
犯
設
備
と
し
て
警
備

機
器
等
の
新
設
に
補
助
金

を
交
付
し
た
。
ま
た
、
町

指
定
の
文
化
財
に
は
、
美

術
工
芸
品
は
年
５
千
円
、

無
形
民
俗
文
化
財
は
年
１

万
円
を
維
持
管
理
の
た
め

に
交
付
し
て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
保
護
と
活

用
は
。

答
　
教
育
部
長
　今
年
度
、

中
央
公
民
館
に
文
化
財
資

料
室
を
開
設
し
町
保
有
の

文
化
財
を
展
示
す
る
。
ま

た
、
儀
典
用
端
折
長
柄
傘

を
常
設
展
示
し
、
町
が
誇

る
伝
統
的
な
工
芸
技
術
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
郷
土
愛
と

誇
り
を
培
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問
　
文
化
財
の
支
援
等
に

つ
い
て
町
の
考
え
お
よ
び

今
後
の
対
応
は
。

答
　
教
育
部
長
　今
後
も

町
内
に
あ
る
文
化
財
の
保

存
お
よ
び
活
用
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
町

民
の
文
化
向
上
に
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

（出典 : 警察庁ウェブサイト）

一
般
質
問

11
議
員
が
質
問

質問者 件　名 ページ

「自転車の青切符制度」町の対応は

避難所の停電対策は

文化財の保護と支援等は

資源ごみ回収拠点の将来的な移設は

安心して授乳・搾乳できる環境整備を

期日前投票宣誓書の改善を

地域協働についての考えは

児童・生徒による特別活動の考えは

町道の安全管理は

自衛隊員募集にかかる情報提供は

不登校生徒の家族への支援は

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

11

大河原光雄

片野　泰雅

市橋　英男

伊藤　　猛

佐藤智恵子

山田　惇起

杉浦　敏男

高橋　怜央

間宮　幹男

荒木　孝三

兼松　伸行

扶桑町ホームページ
「一般質問録画配信」

「扶桑町議会 一般質問
通告書一覧」

「
自
転
車
の
青
切
符
制
度
」町
の
対
応
は

基
本
的
な
呼
び
か
け
を
継
続
す
る

問
　
本
年
４
月
か
ら
自
転

車
に
対
す
る
青
切
符
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
町
民
へ

の
正
確
な
情
報
提
供
と
安

全
教
育
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
の
対
応
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　住

民
意
見
と
し
て
、
違
反
行

為
と
な
る
対
象
全
て
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
と
の

声
が
あ
り
、
資
料
を
使
い

説
明
し
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
自
分
や
周
り
の
人

の
た
め
安
全
を
優
先
し
て

行
動
す
る
よ
う
、
基
本
的

な
呼
び
か
け
を
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
文
科
省
よ
り
交
通
反

則
通
告
制
度（
青
切
符
）の

導
入
に
よ
り
、
効
果
的
な

交
通
安
全
教
育
の
推
進
に

努
め
る
よ
う
に
通
達
が

あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
周
知
活
動
は
。

答
　
教
育
長
　小
中
学
生

は
青
切
符
の
対
象
で
は
な

い
が
、
自
転
車
も
自
動
車

と
同
様
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
社
会
的
な
義

務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
る
極
め
て
重
要
な
機

会
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

問
　
本
町
の「
３
人
乗
り

自
転
車
貸
与
事
業
」の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
教
育
部
長
　普
及
啓

発
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
で
、
事
業
の
継

続
や
廃
止
、
ま
た
、
新
た

な
事
業
へ
の
展
開
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
。

新政クラブ
かたの    たいが

片野 泰雅 議員

ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 6ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日7



無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

（衆議院議員総選挙時の期日前投票宣誓書）

（住民活動支援センター「ぷらねっと扶桑」）

期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
改
善
を

記
載
事
項
を
見
直
す
予
定

問
　
期
日
前
投
票
が
通
常

の
投
票
と
違
う
点
の
１
つ

は
、
宣
誓
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
公
職
選
挙

法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
市
町
村
に
よ
っ

て
様
式
が
異
な
る
。

住
所
欄
に
つ
い
て
は
大
き

く
３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら

れ
る
。
本
町
の
形
式
の
よ

う
に
住
所
を
手
書
き
で
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様

式
、
投
票
所
の
入
場
券
の

宛
先
と
同
じ
で
あ
れ
ば
書

か
な
く
て
良
い
か「
オ
モ
テ

の
宛
先
と
同
じ
」と
い
う

欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る

様
式
、
最
初
か
ら
投
票
所

の
入
場
券
に
住
所
が
印
刷

さ
れ
た
状
態
で
送
ら
れ
て

く
る
様
式
の
３
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
本
町
の
様
式
は

書
く
と
こ
ろ
が
多
い
た

め
、
手
間
が
か
か
る
。
簡

素
化
し
て
町
民
の
負
担
を

軽
減
で
き
な
い
か
。

答
　
総
務
部
長
　自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
っ

て
、
入
場
券
の
レ
イ
ア
ウ

ト
が
大
き
く
変
わ
る
。
期

日
前
投
票
宣
誓
書
の
記
載

事
項
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
現
住
所
の
記
載
を

省
略
で
き
る
よ
う
現
在
調

整
し
て
い
る
。
今
後
も
可

能
な
限
り
様
式
の
簡
素
化

を
図
り
、
手
書
き
箇
所
を

減
ら
す
な
ど
、
町
民
の
期

日
前
投
票
へ
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
く
。

桑政クラブ
いとう　　たけし

伊藤　猛  議員

地
域
協
働
に
つ
い
て
の
考
え
は

課
題
解
決
の
後
押
し
を
し
て
い
く

問
　
地
域
協
働
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　地

域
の
問
題
や
課
題
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を

持
っ
た
住
民
活
動
団
体
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
お
互
い

の
力
を
合
わ
せ
て
課
題
解

決
の
後
押
し
を
し
て
い
く
。

主
に
住
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
、
助
け

合
い
を
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及

び
行
政
を
協
働
と
い
う
形

で
進
め
て
い
く
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

指
針
や
支
援
制
度
の
整
備

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
運
営
方

法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
現
段
階
に

お
い
て
は
町
独
自
の
指
針

を
示
す
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
支
援
制
度
と
し

て
宝
く
じ
助
成
金
や
愛
知

県
が
取
り
ま
と
め
て
い
る

「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

関
連
施
策
集
」に
は
防
災
、

環
境
、
福
祉
、
経
済
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援

策
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
情
報
を
活
用
し

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

支
援
策
を
紹
介
し
て
い
く
。

扶
桑
町
独
自
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
助
成
金

は
24
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
14

万
円
の
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
。

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子 議員（「児童センターひまわり」内の授乳室）

安
心
し
て
授
乳
・
搾
乳
で
き
る
環
境
整
備
を

既
存
部
屋
・
ス
ペ
ー
ス
を
柔
軟
に
活
用

問
　
町
内
授
乳
室
設
置
状

況
は
。

答
　
総
務
部
長
　専
用
部

屋
を
設
置
し
て
い
る
の
は

児
童
セ
ン
タ
ー
の
み
。
そ

の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
、
既
存
の
部

屋
を
授
乳
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
し
て
い
る
。
例
え

ば
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

空
い
て
い
る
部
屋
を
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
囲
い
対
応

し
て
い
る
。
随
時
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
全
て
の
公
共
施
設
に

授
乳
室
設
置
と
い
う
事
で

は
な
く
、
文
化
会
館
や
総

合
体
育
館
、
図
書
館
な
ど

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
な
る
よ

う
な
場
所
に
、
必
要
な
方

が
安
心
し
て
授
乳
・
搾
乳

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
総
務
部
長
　安
心
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、

新
設
・
改
修
、移
動
式
ル
ー

ム
の
設
置
等
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、

既
存
の
部
屋
、
ス
ペ
ー
ス

を
柔
軟
に
活
用
し
対
応
し

て
い
く
。

問
　
せ
め
て
必
要
な
方
が

遠
慮
し
た
り
不
安
を
抱
え

た
り
す
る
こ
と
な
く
利
用

で
き
る
よ
う
、「
遠
慮
な

く
お
声
か
け
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
案
内
表
示
等
で

周
知
を
。

答
　
総
務
部
長
　窓
口
等

に
案
内
表
示
し
て
い
く
。

（資源ごみ回収拠点）

資
源
ご
み
回
収
拠
点
の
将
来
的
な
移
設
は

移
設
に
つ
い
て
の
考
え
を
整
理

問
　
県
道
浅
井
犬
山
線
か

ら
資
源
ご
み
回
収
拠
点
に

進
入
す
る
町
道
１
０
５
号

線
は
道
路
幅
が
狭
く
利
用

者
は
大
変
不
便
を
し
て
い

る
。
町
道
１
０
５
号
線
は

河
川
区
域
内
に
あ
り
国
の

指
導
を
受
け
て
拡
幅
事
業

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
大
な
費
用
が
か
る

と
聞
い
て
い
る
。
町
道
の

拡
幅
問
題
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
も
あ
る
と
思

う
が
資
源
ご
み
回
収
拠
点

の
将
来
的
な
移
設
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　回

収
拠
点
は
平
成
19
年
４
月

の
開
設
以
降
、
19
年
が
経

過
し
て
い
る
。
現
在
も
た

く
さ
ん
の
利
用
者
が
い
る

点
に
加
え
、
公
園
利
用
者

が
多
く
訪
れ
る
土
曜
日
の

交
通
安
全
対
策
な
ど
も
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現

状
を
踏
ま
え
、
検
討
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
将

来
的
な
移
設
に
つ
い
て
の

考
え
を
整
理
し
て
い
く
。

桑政クラブ
すぎうら　 としお

杉浦 敏男 議員

ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 8ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日9



無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

（衆議院議員総選挙時の期日前投票宣誓書）

（住民活動支援センター「ぷらねっと扶桑」）

期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
改
善
を

記
載
事
項
を
見
直
す
予
定

問
　
期
日
前
投
票
が
通
常

の
投
票
と
違
う
点
の
１
つ

は
、
宣
誓
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
公
職
選
挙

法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
市
町
村
に
よ
っ

て
様
式
が
異
な
る
。

住
所
欄
に
つ
い
て
は
大
き

く
３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら

れ
る
。
本
町
の
形
式
の
よ

う
に
住
所
を
手
書
き
で
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様

式
、
投
票
所
の
入
場
券
の

宛
先
と
同
じ
で
あ
れ
ば
書

か
な
く
て
良
い
か「
オ
モ
テ

の
宛
先
と
同
じ
」と
い
う

欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る

様
式
、
最
初
か
ら
投
票
所

の
入
場
券
に
住
所
が
印
刷

さ
れ
た
状
態
で
送
ら
れ
て

く
る
様
式
の
３
パ
タ
ー
ン

で
あ
る
。
本
町
の
様
式
は

書
く
と
こ
ろ
が
多
い
た

め
、
手
間
が
か
か
る
。
簡

素
化
し
て
町
民
の
負
担
を

軽
減
で
き
な
い
か
。

答
　
総
務
部
長
　自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
っ

て
、
入
場
券
の
レ
イ
ア
ウ

ト
が
大
き
く
変
わ
る
。
期

日
前
投
票
宣
誓
書
の
記
載

事
項
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
現
住
所
の
記
載
を

省
略
で
き
る
よ
う
現
在
調

整
し
て
い
る
。
今
後
も
可

能
な
限
り
様
式
の
簡
素
化

を
図
り
、
手
書
き
箇
所
を

減
ら
す
な
ど
、
町
民
の
期

日
前
投
票
へ
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
く
。

桑政クラブ
いとう　　たけし

伊藤　猛  議員

地
域
協
働
に
つ
い
て
の
考
え
は

課
題
解
決
の
後
押
し
を
し
て
い
く

問
　
地
域
協
働
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　地

域
の
問
題
や
課
題
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を

持
っ
た
住
民
活
動
団
体
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
お
互
い

の
力
を
合
わ
せ
て
課
題
解

決
の
後
押
し
を
し
て
い
く
。

主
に
住
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
、
助
け

合
い
を
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及

び
行
政
を
協
働
と
い
う
形

で
進
め
て
い
く
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

指
針
や
支
援
制
度
の
整
備

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
運
営
方

法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
現
段
階
に

お
い
て
は
町
独
自
の
指
針

を
示
す
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
支
援
制
度
と
し

て
宝
く
じ
助
成
金
や
愛
知

県
が
取
り
ま
と
め
て
い
る

「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化

関
連
施
策
集
」に
は
防
災
、

環
境
、
福
祉
、
経
済
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援

策
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
情
報
を
活
用
し

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

支
援
策
を
紹
介
し
て
い
く
。

扶
桑
町
独
自
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
助
成
金

は
24
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
14

万
円
の
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
。

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子 議員（「児童センターひまわり」内の授乳室）

安
心
し
て
授
乳
・
搾
乳
で
き
る
環
境
整
備
を

既
存
部
屋
・
ス
ペ
ー
ス
を
柔
軟
に
活
用

問
　
町
内
授
乳
室
設
置
状

況
は
。

答
　
総
務
部
長
　専
用
部

屋
を
設
置
し
て
い
る
の
は

児
童
セ
ン
タ
ー
の
み
。
そ

の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
、
既
存
の
部

屋
を
授
乳
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
し
て
い
る
。
例
え

ば
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

空
い
て
い
る
部
屋
を
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
囲
い
対
応

し
て
い
る
。
随
時
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
全
て
の
公
共
施
設
に

授
乳
室
設
置
と
い
う
事
で

は
な
く
、
文
化
会
館
や
総

合
体
育
館
、
図
書
館
な
ど

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
な
る
よ

う
な
場
所
に
、
必
要
な
方

が
安
心
し
て
授
乳
・
搾
乳

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
総
務
部
長
　安
心
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、

新
設
・
改
修
、移
動
式
ル
ー

ム
の
設
置
等
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、

既
存
の
部
屋
、
ス
ペ
ー
ス

を
柔
軟
に
活
用
し
対
応
し

て
い
く
。

問
　
せ
め
て
必
要
な
方
が

遠
慮
し
た
り
不
安
を
抱
え

た
り
す
る
こ
と
な
く
利
用

で
き
る
よ
う
、「
遠
慮
な

く
お
声
か
け
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
案
内
表
示
等
で

周
知
を
。

答
　
総
務
部
長
　窓
口
等

に
案
内
表
示
し
て
い
く
。

（資源ごみ回収拠点）

資
源
ご
み
回
収
拠
点
の
将
来
的
な
移
設
は

移
設
に
つ
い
て
の
考
え
を
整
理

問
　
県
道
浅
井
犬
山
線
か

ら
資
源
ご
み
回
収
拠
点
に

進
入
す
る
町
道
１
０
５
号

線
は
道
路
幅
が
狭
く
利
用

者
は
大
変
不
便
を
し
て
い

る
。
町
道
１
０
５
号
線
は

河
川
区
域
内
に
あ
り
国
の

指
導
を
受
け
て
拡
幅
事
業

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
大
な
費
用
が
か
る

と
聞
い
て
い
る
。
町
道
の

拡
幅
問
題
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
も
あ
る
と
思

う
が
資
源
ご
み
回
収
拠
点

の
将
来
的
な
移
設
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　回

収
拠
点
は
平
成
19
年
４
月

の
開
設
以
降
、
19
年
が
経

過
し
て
い
る
。
現
在
も
た

く
さ
ん
の
利
用
者
が
い
る

点
に
加
え
、
公
園
利
用
者

が
多
く
訪
れ
る
土
曜
日
の

交
通
安
全
対
策
な
ど
も
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現

状
を
踏
ま
え
、
検
討
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
将

来
的
な
移
設
に
つ
い
て
の

考
え
を
整
理
し
て
い
く
。

桑政クラブ
すぎうら　 としお

杉浦 敏男 議員

ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 8ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日9



（除外申出書）

（子育て支援ガイドブック）

自
衛
隊
員
募
集
に
か
か
る
情
報
提
供
は

法
定
受
託
事
務
と
し
て
提
供
し
て
い
る

問
　
現
在
、
自
衛
隊
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
の
安
保
体
制
下
で
、
日

本
の
防
衛
と
は
無
関
係
な

米
軍
の
軍
事
行
動
へ
の
参

加
な
ど
戦
闘
訓
練
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。
地
方
自
治

体
が
自
衛
隊
に
そ
の
勧
誘

に
結
び
付
く
情
報
提
供
を

し
て
い
る
こ
と
に
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が

当
局
の
見
解
は
。

答
　
総
務
部
長
　市
町
村

の
法
定
受
託
事
務
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
防
衛
大
臣

よ
り
情
報
提
供
の
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
は
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
住
所
を

提
供
。
法
的
根
拠
と
し
て

は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
第

一
項
、
ま
た
、
自
衛
隊
法

施
行
令
第
１
２
０
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

自
衛
隊
に
自
己
の
個
人
情

報
提
供
を
望
ま
な
い
人
へ

の
配
慮
と
し
て
、
ご
本
人
、

保
護
者
な
ど
か
ら「
除
外

申
出
書
」の
提
出
に
よ
り
、

自
衛
隊
へ
提
供
す
る
情
報

か
ら
除
外
し
て
い
る
。

桑政クラブ
かねまつ  のぶゆき

兼松 伸行 議員

不
登
校
生
徒
の
家
族
へ
の
支
援
は

家
族
ぐ
る
み
で
理
解
を
深
め
支
え
て
い
く

問
　
本
町
小
中
学
生
の
不

登
校
生
徒
の
食
事
や
家
族

の
実
態
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
内
の

教
室
以
外
を
居
場
所
に
し

て
い
る
児
童
生
徒
は
、
相

談
室
や
研
究
室
な
ど
で
先

生
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を

食
べ
た
り
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
る
児

童
生
徒
は
弁
当
を
持
参

し
、
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

セ
ン
タ
ー
内
で
食
べ
た
り

し
て
い
る
。
自
宅
で
過
ご

す
児
童
生
徒
は
、
家
族
と

一
緒
に
又
は一
人
で
食
べ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
子
様
が
学
校
に
通
え
な

く
な
っ
た
こ
と
で
保
護
者

の
心
理
的
な
負
担
が
大
き

い
と
察
す
る
。
保
護
者
相

談
に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ア
セ

ス
メ
ン
ト
し
、
困
難
な
事

例
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
た
会
議
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に「
父
母
の

会
」を
開
催
し
、
互
い
の

情
報
交
換
を
す
る
な
ど
し

て
、
家
族
ぐ
る
み
で
理
解

を
深
め
支
え
て
い
く
。

問
　
民
間
サ
ー
ビ
ス
の「
ベ

ビ
ー
１
１
９
」の
よ
う
な

「
子
育
て
１
１
９（
仮
）」の

制
度
の
創
設
は
。

答
　
教
育
部
長
　本
町
で

は
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
中
高
生
ま
で
利
用

対
象
を
広
げ
る
と
、
援
助

す
る
側
の
負
担
も
大
き
い

た
め
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

（町道のくぼみ）

町
道
の
安
全
管
理
は

計
画
的
に
舗
装
修
繕
工
事
を
施
工

問
　
町
道
の
安
全
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　１

級
、
２
級
町
道
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
、
路
面
性

状
調
査
、
ひ
び
割
れ
、
わ

だ
ち
掘
れ
、
平
坦
性
解
析

な
ど
を
行
い
、
扶
桑
町
道

路
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
舗
装
修
繕

工
事
を
施
工
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
町
職
員
に
よ
る
日
々

の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
住
民
か

ら
の
通
報
等
に
よ
り
補
修

又
は
修
繕
に
よ
る
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

問
　
町
道
を
補
修
す
る
た

め
の
必
要
な
条
件
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　緊

急
性
の
高
い
修
繕
工
事
を

除
き
、
基
本
的
に
は
２
年

に
１
度
、
地
元
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
書
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
る
。

問
　
道
路
損
傷
通
報

フ
ォ
ー
ム
や
ア
プ
リ
の
導

入
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　現

時
点
に
お
い
て
計
画
し
て

い
な
い
が
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る「
ご
意
見
、

ご
要
望
の
お
問
合
せ
フ
ォ
ー

ム
」、
電
話
、
窓
口
で
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
運

用
し
て
い
る
＃
９
９
１
０

の
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
通

報
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て

い
る
た
め
、
町
道
の
損
傷

が
通
報
シ
ス
テ
ム
へ
連
絡

が
入
っ
た
場
合
は
、
扶
桑

町
へ
連
絡
が
入
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
に
よ
る
特
別
活
動
の
考
え
は

人
生
の
舵
取
り
の
基
礎
力
に
な
る

問
　
他
県
の
小
学
校
へ
視

察
に
行
っ
た
際
、
児
童
の

特
技
や
好
き
な
こ
と
を
全

校
生
徒
の
前
で
披
露
す
る

と
い
う
生
徒
主
体
の
特
別

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
と

て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
魅

力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
町
の
小
中
学
校
で
は
、

児
童
会
活
動
や
生
徒
会
活

動
、
学
級
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
が
主
体
的
に
企
画
・

運
営
す
る
機
会
を
ど
の
よ

う
に
設
け
て
い
る
か
。

答
　
教
育
長
　児
童
生
徒

を
主
体
と
す
る
取
り
組
み

は
長
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
体
育
大
会
、
運

動
会
の
行
事
で
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
応
援
合
戦

等
を
、
企
画
か
ら
運
営
ま

で
児
童
・
生
徒
に
委
ね
て

創
造
性
を
育
ん
で
い
る
。

最
近
の
事
例
と
し
て
は
、

令
和
５
年
度
の
新
制
服
の

導
入
に
向
け
て
の
取
り
組

み
や
、
生
徒
会
主
催
の
校

則
の
見
直
し
等
が
あ
る
。

新
制
服
検
討
で
は
、
異
常

気
象
等
の
環
境
問
題
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
な
ど

を
学
級
で
話
し
合
い
、
さ

ら
に
両
中
学
校
の
代
表
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も

経
て
、
現
在
の
制
服
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

校
則
に
つ
い
て
も
よ
り
良

い
学
校
生
活
に
向
け
て
、

生
徒
会
と
し
て
話
し
合
い

を
重
ね
、
改
善
し
て
い
る

事
例
が
多
く
あ
る
。
特
別

活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
体
験
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
き
、
今
後
の
自
分
の

人
生
の
舵
取
り
の
基
礎
力

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

今
後
も
、一人一人
大
切
な

子
ど
も
の
自
立
を
支
え
て

い
き
た
い
。

新政クラブ
たかはし　  れお

高橋 怜央 議員

桑政クラブ
まみや    みきお

間宮 幹男 議員

日本共産党
あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員

ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日 10ふそう議会だより　269号／令和8年8月1日11



（除外申出書）

（子育て支援ガイドブック）

自
衛
隊
員
募
集
に
か
か
る
情
報
提
供
は

法
定
受
託
事
務
と
し
て
提
供
し
て
い
る

問
　
現
在
、
自
衛
隊
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
の
安
保
体
制
下
で
、
日

本
の
防
衛
と
は
無
関
係
な

米
軍
の
軍
事
行
動
へ
の
参

加
な
ど
戦
闘
訓
練
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。
地
方
自
治

体
が
自
衛
隊
に
そ
の
勧
誘

に
結
び
付
く
情
報
提
供
を

し
て
い
る
こ
と
に
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が

当
局
の
見
解
は
。

答
　
総
務
部
長
　市
町
村

の
法
定
受
託
事
務
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
防
衛
大
臣

よ
り
情
報
提
供
の
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
は
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
住
所
を

提
供
。
法
的
根
拠
と
し
て

は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
第

一
項
、
ま
た
、
自
衛
隊
法

施
行
令
第
１
２
０
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

自
衛
隊
に
自
己
の
個
人
情

報
提
供
を
望
ま
な
い
人
へ

の
配
慮
と
し
て
、
ご
本
人
、

保
護
者
な
ど
か
ら「
除
外

申
出
書
」の
提
出
に
よ
り
、

自
衛
隊
へ
提
供
す
る
情
報

か
ら
除
外
し
て
い
る
。

桑政クラブ
かねまつ  のぶゆき

兼松 伸行 議員

不
登
校
生
徒
の
家
族
へ
の
支
援
は

家
族
ぐ
る
み
で
理
解
を
深
め
支
え
て
い
く

問
　
本
町
小
中
学
生
の
不

登
校
生
徒
の
食
事
や
家
族

の
実
態
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
内
の

教
室
以
外
を
居
場
所
に
し

て
い
る
児
童
生
徒
は
、
相

談
室
や
研
究
室
な
ど
で
先

生
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を

食
べ
た
り
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
る
児

童
生
徒
は
弁
当
を
持
参

し
、
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

セ
ン
タ
ー
内
で
食
べ
た
り

し
て
い
る
。
自
宅
で
過
ご

す
児
童
生
徒
は
、
家
族
と

一
緒
に
又
は一
人
で
食
べ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
子
様
が
学
校
に
通
え
な

く
な
っ
た
こ
と
で
保
護
者

の
心
理
的
な
負
担
が
大
き

い
と
察
す
る
。
保
護
者
相

談
に
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ア
セ

ス
メ
ン
ト
し
、
困
難
な
事

例
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
た
会
議
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に「
父
母
の

会
」を
開
催
し
、
互
い
の

情
報
交
換
を
す
る
な
ど
し

て
、
家
族
ぐ
る
み
で
理
解

を
深
め
支
え
て
い
く
。

問
　
民
間
サ
ー
ビ
ス
の「
ベ

ビ
ー
１
１
９
」の
よ
う
な

「
子
育
て
１
１
９（
仮
）」の

制
度
の
創
設
は
。

答
　
教
育
部
長
　本
町
で

は
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
中
高
生
ま
で
利
用

対
象
を
広
げ
る
と
、
援
助

す
る
側
の
負
担
も
大
き
い

た
め
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

（町道のくぼみ）

町
道
の
安
全
管
理
は

計
画
的
に
舗
装
修
繕
工
事
を
施
工

問
　
町
道
の
安
全
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　１

級
、
２
級
町
道
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
、
路
面
性

状
調
査
、
ひ
び
割
れ
、
わ

だ
ち
掘
れ
、
平
坦
性
解
析

な
ど
を
行
い
、
扶
桑
町
道

路
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
舗
装
修
繕

工
事
を
施
工
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
町
職
員
に
よ
る
日
々

の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
住
民
か

ら
の
通
報
等
に
よ
り
補
修

又
は
修
繕
に
よ
る
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

問
　
町
道
を
補
修
す
る
た

め
の
必
要
な
条
件
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　緊

急
性
の
高
い
修
繕
工
事
を

除
き
、
基
本
的
に
は
２
年

に
１
度
、
地
元
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
書
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
る
。

問
　
道
路
損
傷
通
報

フ
ォ
ー
ム
や
ア
プ
リ
の
導

入
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　現

時
点
に
お
い
て
計
画
し
て

い
な
い
が
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る「
ご
意
見
、

ご
要
望
の
お
問
合
せ
フ
ォ
ー

ム
」、
電
話
、
窓
口
で
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
運

用
し
て
い
る
＃
９
９
１
０

の
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
通

報
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て

い
る
た
め
、
町
道
の
損
傷

が
通
報
シ
ス
テ
ム
へ
連
絡

が
入
っ
た
場
合
は
、
扶
桑

町
へ
連
絡
が
入
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
に
よ
る
特
別
活
動
の
考
え
は

人
生
の
舵
取
り
の
基
礎
力
に
な
る

問
　
他
県
の
小
学
校
へ
視

察
に
行
っ
た
際
、
児
童
の

特
技
や
好
き
な
こ
と
を
全

校
生
徒
の
前
で
披
露
す
る

と
い
う
生
徒
主
体
の
特
別

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
と

て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
魅

力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
町
の
小
中
学
校
で
は
、

児
童
会
活
動
や
生
徒
会
活

動
、
学
級
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
が
主
体
的
に
企
画
・

運
営
す
る
機
会
を
ど
の
よ

う
に
設
け
て
い
る
か
。

答
　
教
育
長
　児
童
生
徒

を
主
体
と
す
る
取
り
組
み

は
長
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
体
育
大
会
、
運

動
会
の
行
事
で
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
応
援
合
戦

等
を
、
企
画
か
ら
運
営
ま

で
児
童
・
生
徒
に
委
ね
て

創
造
性
を
育
ん
で
い
る
。

最
近
の
事
例
と
し
て
は
、

令
和
５
年
度
の
新
制
服
の

導
入
に
向
け
て
の
取
り
組

み
や
、
生
徒
会
主
催
の
校

則
の
見
直
し
等
が
あ
る
。

新
制
服
検
討
で
は
、
異
常

気
象
等
の
環
境
問
題
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
な
ど

を
学
級
で
話
し
合
い
、
さ

ら
に
両
中
学
校
の
代
表
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も

経
て
、
現
在
の
制
服
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

校
則
に
つ
い
て
も
よ
り
良

い
学
校
生
活
に
向
け
て
、

生
徒
会
と
し
て
話
し
合
い

を
重
ね
、
改
善
し
て
い
る

事
例
が
多
く
あ
る
。
特
別

活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
体
験
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
き
、
今
後
の
自
分
の

人
生
の
舵
取
り
の
基
礎
力

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

今
後
も
、一人一人
大
切
な

子
ど
も
の
自
立
を
支
え
て

い
き
た
い
。

新政クラブ
たかはし　  れお

高橋 怜央 議員

桑政クラブ
まみや    みきお

間宮 幹男 議員

日本共産党
あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員
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■ ６月定例会の概要

■ ここが聞きたい 11議員が一般質問
■ 視察・研修報告
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「会議録検索システム」
インターネット配信

９月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓

↓
扶桑町議会

扶桑町議会
会議録検索システム
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6月定例会

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

●６月定例会分は、９月１日に更新を予定しています。

9月  １日(火)

9月  ７日(月)

9月  ８日(火)

9月  ９日(水)

9月10日(木)

9月11日(金)

9月14日(月)

9月15日(火)

9月25日(金)

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

予算決算特別委員会

予算決算特別委員会

総務経済常任委員会

福祉教育常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

（５月２５日　ペーパーレス化に向けてシステム研修を行いました）

扶桑町議会では、議員報酬とは別に「政務活動費※年額６万円」が
交付されています。
議員が何に使っているのかを見える化していきます。
※政務活動費とは・・・調査研究、政策立案、住民への情報発信などの
活動を行う際に必要な経費を補助するための公費です。（例えば、先進地調
査や研修、書籍購入、印刷製本費などです）

　永山氏と西田氏の講義を目的に参加しました。
　特に永山氏の講義では、人口減少や年齢構成の変化、厳しい財政
状況という課題に対し、民間の力を生かしながら対話を重視して挑戦
を続ける姿勢を学びました。
　何を言われてもやり切る行動力と覚悟に大きな感銘を受け、今後の
議員活動にも生かしていきたいと感じました。

～研修報告～ 公明党　佐藤智恵子
こうめいとう ち　　え　　こさ　とう

第１回　市町村長等・議会議員特別セミナー
【受講講義】

【感想】

♦対話と挑戦で切り開く自治体経営～人口５万以下都市の未来戦略～

♦観光と地方創生
♦哲学とＡＩ～AIと人間の関係～
♦現代の若者論

（鹿児島県日置市　市長　永山由高氏）

（元観光庁長官　公益社団法人大阪観光局　理事長　溝畑宏氏）

（京都大学　人と社会の未来研究院　特定教授　出口康夫氏）

（日本大学　危機管理学部　教授　西田亮介氏）

〔4月20・21日／滋賀県〕


